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◇理事長からのご挨拶 

日頃より、当財団の事業運営にご理解とご支援を賜り厚く御礼申し上

げます。 

2021 年度は、コロナ禍により引き続き行動が制約された１年でしたが、

ほぼ例年通り、基礎研究 8 件、一般研究 14 件、奨学金給付 4 件、国際

技術交流援助４件（採択総額 9,510 万円）を採択することが出来ました。

これもひとえに、当財団の研究助成事業を深くご理解頂き、ご支援を賜っ

ております多くの法人様のお陰であり、心より感謝申し上げます。 

さて、ロシア軍によるウクライナへの軍事侵攻は国際社会に大きな衝撃

を与えました。一日も早く、世界中の人々が平穏無事な暮らしを取り戻せ

ることを願ってやみません。全世界が協調して地球温暖化対策に取り組ま

なければならない中で、この軍事侵攻は対ロシア制裁による経済、エネルギーのデカップリングなど世

界の分断をもたらし、日本をはじめとするエネルギー資源に乏しい国々ではエネルギー安全保障の重

要性がかつてないほど高まっています。EU など NATO 諸国は、天然ガスをはじめとする対ロシアのエ

ネルギー依存度の見直しを進めていますが、再生可能エネルギーの導入拡大を進めてきたドイツでは

今冬の暖房需要を確保するために石炭火力発電所の稼働を拡大するなど、脱炭素に逆行する施策

を選択せざるを得ない状況にあります。日本でも電力の供給力不足が深刻で、今夏に続き、冬季には

安定供給に必要な供給予備率 3％が確保できない見通しとなっており、供給および需要の両面から様

々な対策、構造的な対策が進められています。 

喫緊の課題に取り組まなければならない一方で、今後カーボンニュートラルの取り組みが加速するこ

とも想定され、その達成のためには電力部門の脱炭素化、電力部門以外は電化を中心に、熱需要に

は水素などの脱炭素燃料、加えて、化石燃料からの CO₂ の回収・再利用など、エネルギーの需給構

造のグリーン化、さらに日本では地域間を結ぶ連系線の増強、激甚化・頻発化する自然災害にも対応

した強靭な社会インフラの構築が不可欠です。脱炭素社会へ向けてグリーン成長を目指す日本は、応

用研究に加え、限りないポテンシャルを有する基礎研究により一層注力し、非連続のイノベーションを

組み合わせてカーボンニュートラルの道筋を連続にする必要があります。 

東電記念財団ニュース 

 

No.55 2022.8 発行 

理事長 山口 博 



2 
 

それらを踏まえ、当財団でも脱炭素イノベーションをもたらす基礎研究として、原理・技術の革新を

目指す基礎研究とともに、新たな社会システムの構築を目指す統合型研究への助成に取組んでおり

ます。かねてから、日本の科学分野の基礎研究が細ってきていることへの危機感が叫ばれる中、助成

者からは当財団の助成制度は自由な発想で研究に取り組める機会を与えていただける非常に有用な

助成制度であるとのご意見をいただいております。 

また、ご寄附をいただいております法人様からのご意見・ご要望を踏まえ、本年度より研究助成の概

要を助成者本人の音声とスライドにより 3 分間で紹介する取り組みを開始しました。財団ニュースをお

送りしているステークホルダーの皆さま限定でご覧いただけますので、アクセスいただければ幸いでご

ざいます。 

当財団では、民間研究助成財団の役割が益々重要性を増していることを認識し、世界トップレベル

の若い研究者の輩出を目指すと共に、ご寄附を通じて財団との共創のご期待に応えるべく活動を進め

て参る所存でございます。引き続き、ご指導・ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。 

 

 

◇研究室便り 

「五感センサ最後のフロンティア「嗅覚センサ」の 

研究・開発・実証・実装」 

 

2013 年度研究助成（基礎研究）採択 2014～2017 年度助成金受給 

 国立研究開発法人物質･材料研究機構 

電気・電子機能分野嗅覚センサグループ グループリーダー 吉川元起 

 

五感センサの中で、最もデバイス化が遅れているのが嗅覚センサで

す。嗅覚センサの歴史は 1982 年[1]から始まり、今年 2022 年で 40 周

年となります。この間、世界中の大学や研究機関、企業などで研究開発が行われ、多種多様なデバイ

スが作られ、製品化されたものもありますが、残念ながら有効な社会実装に至ったものは存在しません。

嗅覚センサの研究開発の難しさは、測定対象である「ニオイ」の複雑さと、それを捉える嗅覚系の複雑

さの両面に起因すると考えられます。前者については、ニオイを構成する成分（各種揮発性化合物）の

種類が数十万種類以上あり、それらが数種から時には数千種類、任意の濃度で混合されてひとつの

ニオイが形成され、さらにそれが時間的にも空間的にも絶えず揺らいでいることから、ニオイがいかに複

雑なものであるかが分かります。また、後者については、ニオイを捉える受容器（嗅覚受容体）の種類が、

人間の鼻で約 400 種類（視覚では赤、緑、青と明度の 4 種類）存在することから、嗅覚系の複雑さが分

かります。さらに、嗅覚系には鼻腔、嗅粘液、嗅神経など、詳細な役割がまだ解明されていないものも

含め、様々な要素が協奏的に機能しているため、総合的な研究開発が重要となります。そこで我々は、

嗅覚センサの有効な社会実装に向けて、センサ素子、感応膜、データ解析を含めた、総合的な研究
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開発を行っています。 

嗅覚センサの基本要素技術となるセンサ素子としては、「膜型表面応力センサ（Membrane-type 

Surface stress Sensor, MSS）」（図１）[2, 3]を軸に研究開発を進めています。 

 

図１：MSS の構造模式図、センサチップの顕微鏡写真、およびプロトタイプモジュール。 

 

この MSS は、2011 年に開発に成功したナノメカニカルセンサの一種であり、嗅覚センサとして使いや

すい以下の特性を有しています： 

・高感度（各種条件次第で%～ppm～ppb といった広い濃度域に対応） 
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・小型（センサ素子は直径 300 µm～1,000 µm 程度。用途に応じてデザイン可能） 

・多様性（有機・無機・生体材料など、ほとんどの材料を感応膜として利用可能） 

・室温動作（感応膜次第で低温や高温動作も可能） 

・低消費電力（1 チャンネル当たり 1 mW 以下。用途に応じて調整可能） 

・高速応答（各種条件次第で 1 秒未満での応答も可能） 

・安定性（機械的・電気的に安定） 

・両面被覆対応（ディップコーティングを含め、各種コーティング方法に対応） 

・低コスト（シリコン製のため大量生産可能） 

 

この MSS を嗅覚センサとして利用するには、MSS 素子表面に、測定対象の分子を吸着させる「感応

膜」を被覆する必要があります。MSS では、感応膜に分子が吸脱着する際に生じる僅かな機械的変形

を読み取っていますが、感応膜の種類と吸脱着する分子の組み合わせによって、それぞれ異なるシグ

ナルが得られることが確認されています。そのため、様々なニオイに対応するため、これまでに様々な

感応膜を開発してきました。各種ポリマー系材料[4]に加え、有機―無機ハイブリッドナノ粒子[5-7]、ポ

ルフィン系材料[8]、シリカフレークシェル材料[9]、Pd および Pd 合金薄膜[10, 11]、金ナノケージ材料

[12]、金属有機構造体（Metal-Organic Framework, MOF）ナノ粒子[13]、二次元系材料[14, 15]など、

様々な機能性材料の感応膜としての有用性を実証してきました。 

こうして各種感応膜が被覆された MSS 素子を複数並べてアレイ化し、そこにニオイを曝露すると、多

次元データが得られますが、これをどう解析するかによって、得られる情報も大きく異なります。そのた

め、まずセンサシグナルのより正確な解釈に向けて、各種条件下でのセンサ挙動のモデル化を継続的

に行っています[16-19]。また、機械学習を取り入れた各種データ解析も行っております。例として、お

酒のニオイによるアルコール度数の高精度定量推定[6]、チップをニオイにかざすだけで測定可能なフ

リーハンド測定[20]、ニオイデータの分解・合成・可視化を実現する擬原臭[21]など、高度な情報を与

えるものから、測定方法の革新につながるものまで、様々な解析方法を開発してきました。 

これらの技術体系に基づいて、各種アプリケーションの可能性についても検証を進めています。例と

して、呼気診断に向けた基礎検討[22, 23]、香辛料の識別[4]、水素ガスの高感度・高速検知[10, 11]、

西洋梨の熟度の定量推定、燃料油の識別[24]などについて、その可能性を実証してきました。 

この MSS を軸とした嗅覚センサ技術の社会実装に向けて、産学官連携にも取り組んできました。

2015 年には MSS アライアンスを発足させ、ここで構築された嗅覚センサ技術の有効性実証実験の場と

して「MSS フォーラム」（https://mss-forum.com）を発足させました。この MSS フォーラムには、国内外

50 以上の企業、大学、研究機関などが参加し、嗅覚センサにおける世界最大の産学官連携活動とな

りました。その後、これらクローズドな活動の一部は事業化に向けた体制に移行し、MSS フォーラムにつ

いては、2020 年からはオープンな情報共有の場として新たな活動を開始しました（2022 年からは「MSS

パートナーシップ」に名称変更）。また、2022 年には NIMS 発ベンチャー「株式会社 Qception」

（https://qception.co.jp）を起業し、さらに柔軟に社会実装を加速させる体制を構築しています。最近

では、MSS アライアンスのメンバーでもあった旭化成が中心となって、日本酒のニオイによって清酒事
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業者の業務低減や清酒の品質向上の取り組み（https://www.asahi-kasei.com/jp/news/2020/ze200421.html）

や、農研機構と NIMS の共同研究による、農畜産業への応用展開（特願 2020-059344、特願 2020-

122610 など）も加速しています。 

嗅覚センサは、農業、食品、医療、ヘルスケア、ロボット、環境、安全など、様々な分野において、こ

れまでにない形での貢献が期待されています。嗅覚センサの有効な社会実装に向けて、各要素の技

術レベルは着実に向上していますが、まだまだ生物の嗅覚に全く及んでいない要素もあり、今後応用

範囲を拡げていくためには、さらに広い分野を統合した総合的な研究開発が重要になると考えられま

す。私たちも、東電記念財団をはじめ、官民から頂いた多大なご支援によって推進してきたこれまでの

研究開発を土台に、各分野での課題解決と有効な社会実装に向けて、引き続き最善を尽くして参りま

す。 
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◇2022 年成果報告会・贈呈式 

 

１．日 時  2022 年 4 月 19 日（火）15 時～17 時 

２．会 場  一般社団法人日本工業倶楽部 2 階大会堂 

３．プログラム  

 (1)開 会 挨 拶 理事長 山口 博 

 (2)成果報告会 （2021 年度基礎研究助成終了代表者）  

  東京理科大学・講師 川脇徳久 

  「貴金属クラスターを用いた水分解水素生成反応の高効率化」  

  早稲田大学・教授 三宅丈雄 

  「体液を発電しながら測る無線式ウェアラブルセンサの開発」 

 (3)基 調 講 演  前東京大学・教授 横山明彦 

  「カーボンニュートラル社会に向けたエネルギー基幹システムの S+3E」 

 (4)贈 呈 式 

 ・選  考  評 2021 年度審査委員長 東京大学・教授 大崎博之 

 ・贈呈書授与 理事長 山口 博 

 ・代表者挨拶 京都大学・助教  有川 敬 

 

去る 4 月 19 日、日本工業倶楽部（千代田区丸の内）にて、2022 年成果報告会・贈呈式を開催

いたしました。今年度は、ご寄附を頂いております法人各社様との交流の機会を充実させるべく、

基調講演を新たに設けるとともに、寄附法人様限定で会場へのご臨席以外にもオンラインによるご

出席を承り、一部ハイブリッドでの開催となりました。 

初めの成果報告会では、2021 年度研究助成（基礎研究）助成終了者を代表して、特に顕著な
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成果をあげられた東京理科大学講師・川脇徳久様と早稲田大学教授・三宅丈雄様より、その成果

を一般の方にも分かり易く発表して頂きました。（写真） 

基調講演では、前東京大学・教授横山明彦様から、我が国の 2050 年カーボンニュートラルの概

要とその実現に向けた系統課題と対策についてのお話を頂きました。カーボンニュートラルは達成

すべきターゲットではなく、チャレンジングなビジョンと捉え、技術開発や国際情勢などを踏まえて柔

軟に見直すことも重要であるとのことでした。 

続く贈呈式では、2021 年度審査委員長・大崎博之先生（東京大学・教授）より選考評を頂いた

後、山口博理事長より採択者の皆様にそれぞれ贈呈書が授与されました。 

最後に、研究助成（基礎研究）新規採択者代表挨拶として、京都大学・助教 有川敬様より、採

択研究の紹介と今後の意気込みが語られました。 

今年度もコロナ禍により参加人数を絞っての開催となりましたが、ご出席頂きました新規採択者、

また関係者の皆様のご協力により、無事に式を開催することが出来ましたことを感謝申し上げます。 

 

 

◇2021 年度採択実績 
2021 年度の新規採択実績は、以下の通りです。（採択額合計 95,100,000 円） 

・研究助成（基礎研究）：  8 件 ·························································総額 75,000,000 円 

・研究助成（一般研究）： 14 件 ·························································総額 14,000,000 円 

・国 際 技 術 交 流 援 助：  4 件 ·························································総額  0.700,000 円 

・奨 学 金 給 付：  4 件 ·························································総額  5,400,000 円 
 

 

◇2021 年度研究助成（基礎研究）採択者 

氏名・採択時所属 
（敬称略50音順） 

研究題目 
研究 
期間 
(年) 

助成 
総額 

（万円） 

有川 敬 京都大学 助教 半導体を用いた省エネルギーな広帯域テ
ラヘルツ光源の開発 2 1,000 

石田洋平 北海道大学 助教 Inorganic Leaf の創生による太陽光エネル
ギー変換 2 1,000 

太田涼介 東京理科大
学 助教 走行中の電気自動車を対象とする双方向

ワイヤレス電力伝送システムの開発 3 1,000 

勝見亮太 豊橋技術科
学大学 助教 超放射現象を利用した高感度ダイヤモン

ド磁気量子センサーの創成 2 800 

迫田將仁 北海道大学 助教 新奇サイズ効果を用いた金属ベーススイッ
チングデバイスの試作 3 1,000 

佐藤正寛 東京大学 講師 電気・エネルギー分野の次世代を担う革
新的絶縁ポリマー開発手法の構築 3 1,000 
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氏名・採択時所属 
（敬称略50音順） 

研究題目 
研究 
期間 
(年) 

助成 
総額 

（万円） 

寺川光洋 慶應義塾大
学 

准教
授 

レーザプロセシングにより実現するエネル
ギー・ハーベスティング・デバイス 2 700 

畠山一翔 熊本大学 助教 ナノシートから構築する革新的プロトン交
換膜の開発 2 1,000 

 

 

◇2021 年度研究助成（一般研究）採択者 

氏名・採択時所属 
（敬称略 50 音順） 

研究題目 
研究 
期間 
(年) 

助成 
総額 

（万円） 

大塚啓介 東北大学 助教 超柔軟浮体式洋上風車の実現に向けた空力
弾性理論の確立と風洞実験 1 100 

加藤 匠 
奈良先端科
学技術大学
院大学 

助教 次世代照明の光エネルギーを蓄積可能な新
規蓄光体の開発 1 100 

加藤正史 名古屋工業
大学 

准教
授 

転位のキャリア寿命評価を基にした SiC バイポ
ーラデバイス製造指針確立 1 100 

黒瀬 築 東京理科大
学 助教 金属焼結多孔質体を付与した自励振動ヒート

パイプの熱輸送特性の解明 1 100 

小岩健太 千葉大学 助教 
再生可能エネルギー導入拡大に向けたモデ
ル予測制御と強化学習を用いた仮想同期発
電機制御法の開発 

1 100 

鈴木大地 産業技術総
合研究所 

研究
員 

体熱発電応用を目指したナノカーボンイオン
デバイスの開発 1 100 

関根北斗 東京大学 助教 時間変動型磁気ノズルによる高速プラズマ流
駆動と宇宙推進機応用 2 100 

宋和慶盛 京都大学 助教 二酸化炭素の資源化に向けた生物電気化学
的変換システムの創出 1 100 

多田昌平 茨城大学 助教 非晶質金属酸化物の表面特性に着目した新
規 CO2 メタン化反応場の開拓 2 100 

長谷川一徳 九州工業大
学 

准教
授 

低コストで高信頼な系統連系インバータ用
LCL フィルタ寿命診断手法の開発 2 100 

秦 慎一 山口東京理
科大学 助教 熱電変換のための n 型有機半導体の環境安

定性と機能開拓 1 100 
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氏名・採択時所属 
（敬称略 50 音順） 

研究題目 
研究 
期間 
(年) 

助成 
総額 

（万円） 

辨天宏明 
奈良先端科
学技術大学
院大学 

准教
授 

光誘起電荷キャリアの非損失輸送能を有する
プラスチック太陽電池の設計と機能実証 1 100 

増田高大 大阪大学 助教 含有鉄の有益化を利用した疲労特性に優れ
るアルミニウム電線材の開発 2 100 

山口大輝 産業技術総
合研究所 

研究
員 

SiC MOSFET の超高速スイッチング技術の実
用化に向けた複数台のマイクロプロセッサを用
いたゲート駆動回路 

1 100 

 

 

◇2021 年度国際技術交流援助採択者 

氏名・採択時所属 
（敬称略50音順） 

渡航件名 渡航先 採択額 
（万円） 

小山 翔 茨城大学 修士 2 年 ECCE 2021 ｶﾅﾀﾞ 
ﾊﾞﾝｸｰﾊﾞｰ 20 

鈴木洋平 京都大学 修士 2 年 環太平洋国際化学会議 ｱﾒﾘｶ 
ﾎﾉﾙﾙ 10 

江本一磨 横 浜 国 立 大
学 

博士後期 
課程 3 年 国際電気推進会議 ｱﾒﾘｶ 

ﾎﾞｽﾄﾝ 20 

七條慶太 九州大学 博士後期 
課程 1 年 ICPP-12 ｽﾍﾟｲﾝ 

ﾏﾄﾞﾘｰﾄﾞ 20 

 

 

◇2021 年度奨学金給付採択者 

氏名 
（敬称略50音順） 

採択時所属 月額 
（万円） 

給付期間 
（ヶ月） 

川﨑昂輝 大阪大学大学院工学研究科環境エネルギー工学専
攻・修士 2 年 5 36 

佐藤 峻 早稲田大学基幹理工学研究科材料科学専攻・博士
後期課程 1 年 5 24 

仲泊明徒 琉球大学理工学研究科電気電子工学専攻・修士 2 年 5 36 

三好正太 東京大学大学院工学系研究科電気系工学専攻・博
士後期課程 2 年 5 12 
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◇2022 年度募集 
2022 年度の募集スケジュールは、以下のとおりです。詳細は財団ホームページ（https://www.tmf-

zaidan.or.jp/）をご覧ください。 

※2022 年度研究助成（一般研究）、奨学金および国際技術交流援助上期の募集については、既に終了しております。 

 

◆研究助成（基礎研究）助成対象について（以下のいずれかに該当するもの） 

1.広く将来の産業・生活に関わる技術の向上・革新を目指す基礎研究 

(1)電気・エネルギー分野( 電気工学、機械工学、材料工学、化学等)の研究であること。 

(2)上記各分野を融合・発展させた研究であること。 

【例】蓄電池、太陽光発電、風力発電（浮体式等）、水素、カーボンフリー発電など原理、技術の

革新を目指す基礎研究 

2.電力・エネルギーシステムを中心とした新たな社会システムの構築を目指す統合型研究 

(1)再生可能エネルギー、蓄電池、ブロックチェーン、IoT、AI など新技術を活用し今後の電力・エネ

ルギーシステムの発展・変革を目指す統合型研究であること。 

(2)エネルギーの資源・製造・流通、あるいは環境に関わる革新的な研究であること。 

【例】AI、ブロックチェーン技術などの新技術を活用した電力系統システム（アグリゲーション、配電

網含む）の高度化、エネルギー資源・製造・流通の革新、省エネなどエネルギー利用の効率

向上、グリーン環境技術などに係る革新的な研究 

 

 

◇2021 年度寄附会社様  

指定寄付金として、以下の 17 法人様から総額 3,250 万円のご寄付を頂きました。（順不動） 

・株式会社関電工 様 

・東光建物株式会社 様 

・株式会社東京エネシス 様 

・株式会社東光高岳 様 

・三菱電機株式会社 様 

・ＫＤＤＩ株式会社 様 

・住友電気工業株式会社 様 

・古河電気工業株式会社 様 

・日本ガイシ株式会社 様 

・日本工営株式会社 様 

・株式会社三英社製作所 様 

・高砂熱学工業株式会社 様 

・一般財団法人関東電気保安協会 様 

・東芝エネルギーシステムズ株式会社 様 

種  別 対  象 申込締切日 

研究助成（基礎研究） 電気・エネルギー分野の若手研究者に
よる独創的な基礎研究への助成 2022 年 9 月 30 日（金） 

国際技術交流援助下期 
（渡航・滞在） 

研究成果発表や打ち合わせ等に伴う海
外渡航・研究滞在 2023 年 1 月 31 日（火） 
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・株式会社明電舎 様 

・株式会社ダイヘン 様 

・株式会社日本エナジーコンポーネンツ 様 

 

 

◇2022 年度役員・評議員・審査委員  

＜2022 年 8 月 1 日現在（50 音順、敬称略）＞ 

理  事  長 山口 博 (株)関電工代表取締役会長 

常 務 理 事 蘆立修一 (公財)東電記念財団(常勤) 

理    事 石山敦士 早稲田大学理工学術院教授 

 小原 實 慶應義塾大学名誉教授 

 西澤俊夫 元東京電力(株) 

 松本洋一郎 東京大学名誉教授 

 山口 学 元(株)関電工取締役会長 

 

監    事 白羽龍三 元新日本有限責任監査法人常務理事 

 武井 優 元東京電力(株)副社長 

 

評  議  員 伊賀健一 東京工業大学名誉教授・元学長 

 茅  陽一 (公財)地球環境産業技術研究機構顧問・東京大学名誉教授 

 北山隆一 (株)日立総合計画研究所取締役会長 

 藤嶋 昭 東京理科大学スペースシステム創造研究センター栄誉教授・東京大学名誉教授 

 正田英介 (公財)鉄道総合技術研究所フェロー・東京大学名誉教授 

 桝本晃章 (一財)日本原子力文化財団理事長 

 

審査委員長 大崎博之 東京大学大学院新領域創成科学研究科先端エネルギー工学専攻教授 

審 査 委 員 井村順一 東京工業大学理事・副学長（教育担当）工学院シスム制御系教授 

 神谷利夫 東京工業大学科学技術創成研究院フロンティア材料研究所所長・教授 

 神成文彦 慶応義塾大学理工学部電気情報工学科教授 

 染谷隆夫 東京大学大学院工学系研究科研究科長・工学部長・教授 

 丸山茂夫 東京大学大学院工学系研究科機械工学専攻教授 

  宮本恭幸 東京工業大学工学院電気電子系教授 

  若尾真治 早稲田大学理工学術院教授 

 

お蔭様で、長引くコロナ禍にも関わらず2021年度も沢山のご応募を頂きまして誠にありがとう

ございました。当財団は、この世界的に困難な状況に負けず、これからも応募者の皆様の研究環

境を良く理解することに努め、更なる助成内容の充実を目指すべく努力して参りたいと存じま

す。今後ともご支援、ご鞭撻のほど宜しくお願い申し上げます。 

公益財団法人東電記念財団 事務局 


